
大石田町立小学校
統合に向けて

虹色の光きらめく子どもたちの育成を目指して



大石田町の教育 全体目標

「誇りと絆と向上心を育む大石田学園」
～虹色の光きらめく子どもたちの育成を目指して～

１ 教育基本方針

★ 誇 り ふるさとを愛し、地域の文化や伝統を大切にする人

★ 絆 学校・家庭・地域のふれあいと交流で活力に満ちた人

★ 向上心 学ぶ楽しさやよさを実感し、いきいきと学びに向かう人

２ 重点施策

●重点施策１ すべての子どもたちがいきいきと活動できるように、学校・家庭・地域の連携を促進する。

●重点施策２ 小中９年間を見通した教育活動を通して未来につながる学びを目指す。

●重点施策３ 町民一人１スポーツ１芸術活動の実現に向けた環境づくりと学び続ける気運を高める。



各小中学校運営協議会アンケート結果



【参考】小中一貫型小学校・中学校と義務教育学校の違い

小中一貫（併設）型 小学校・中学校 義務教育学校

修業年限 小学校6年・中学校３年 ９年（前期課程６年＋後期課程３年）

組織・運営 小中それぞれに校長・教職員組織
※小中一貫して教育を施す運営の仕組みを構築すること

一人の校長・一つの教職員組織

教員免許 所属する学校種の免許状を所有していること
原則として、小・中の両免許状を併用していること

（所有校種で指導可）

教育課程 ※９年間の教育目標を設定し、系統性・体系性を配慮した教育課程

学年の区切り 小学校6年・中学校３年 4-3-2・5-4など柔軟な区切りが可能

義務教育学校
メリット・デメリット

●デメリット（小中学校枠組みを残すメリット）
★小学校卒業の達成感、中学校の新鮮さがない
★小1と中3は差があり交流に課題がある
★リーダーシップや自主性を養う機会が減る
★人間関係が９年間固定化しやすい

○メリット
☆学年段階の区切りを6－3年以外に柔軟にできる
☆系統性・連続性を意識した小中一貫教育
☆中1の壁・小中ギャップの緩和・解消
☆異学年交流による精神的な発達

※県内実践校 山寺小,中・蔵王二中,蔵王三小（山形市）
叶水小,中（小国町）

萩野学園・明倫学園（新庄市）
戸沢学園（戸沢村）



●小中一貫教育の更なる推進
大石田町の教育全体目標「大石田学園構想」における小中一貫教育について、令和９年度統合小学校開校時には義務教育学校と
はせず、小・中学校の枠組みを残し、学校運営、教育課程、指導体制等９年間を通したカリキュラムの推進を図る。
併せて、義務教育学校のメリット・デメリットを整理したうえで、児童・生徒数、社会情勢の変化を注視しながら、統合後の義務教育学校への移行も
検討する。

○児童・生徒の交流促進
○小・中教員の連携強化
○学校・家庭との相互連携
○学校活動への参画・協力
○地域人材の受け入れ

○系統的学習体制の強化
○児童・生徒の学力向上
○横断的で多様な学習形態への対応
○質の高い教育の実践
○「個」に応じた指導の強化

○地域との連携・協働
○伝統文化の学習と保存
○地域防災の拠点
○雪対策の強化
○地域開放による施設利用

大石田中学校と校舎をつなぐことで・・・

●児童・生徒、教職員、保護者、地域など、さまざまな人たちをつなぐ。
●系統的な９年間の縦の学び、横断的な横の学びとつなぐ。
●「生き抜く力」を育み、児童・生徒の成長につなぐ。

「つ な ぐ」
～人をつなぎ、学びをつなぎ、成長へつなぐ～

成長

学び人

【統合小学校整備のコンセプト】



●統合小学校 概要

大石田中学校

グラウンド

大石田中学校

計画予定地
（校庭・駐車場含む。）

校舎

体育館
〇開校時期

令和９年４月開校

〇開校場所
大石田中学校多目的コート

〇開校形態
小学校・中学校併設型

小中一貫校



整備事業費（概算）※R4年計画策定時

事業内容 事業費

設計・監理費 約 ２.０億円

本体工事費 約 ２２.０億円

外構工事費 約 ０.５億円

その他 約 ０.５億円

総事業費 計 約 ２５.０億円

財源
●国庫負担金

学校水泳プール新改築 国1/3
太陽光発電等 国1/2
屋外教育環境 国1/3

小中学校等の統合校舎・屋内運動場の新増築 国1/2

●学校環境改善交付金

●起債

過疎対策事業債（公共施設マネジメント特別枠）充当率100％ 70％交付税算入

●基金

学校建設基金（積立金） 公共施設整備基金（積立金）



敷地配置イメージ

統合小学校体育館

統合小学校 新校舎

渡り廊下

大石田中学校 校舎

大石田中学校 体育館



●統合小学校イメージ
校舎外観（県道側から）

多目的な交流を図る虹ヶ丘ホール

普通教室・オープンスペース
（可動式間仕切りで分断可能）

図書センター

屋内運動場（収納式ステージ）

普通教室

メディアブース

屋内プール（一般開放可）



●令和９年度開校時 小学校児童数・クラス数

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特支 合計

児童数 17 24 33 27 48 34 － １８３

学級数 １ １ １ １ ２ １ ※２ ９

〇児童数：令和９年度全児童 約１８３名
〇学級数：９ＣL（普通教室７ＣL＋特別支援教室２ＣL）

※特別支援教室は開校時点の状況で変動する場合があるため、２クラスを想定する。

単位：人・クラス

学年 １年 ２年 ３年 合計

生徒数 ４３ ４１ ３８ １２２

学級数 １ １ １ ３

【参考】大石田中学校 生徒数



児童数

（人）

教職員数

（人）

校舎

（㎡）

体育館

（㎡）

電気料金

（円）

水道料金

（円）

燃料費

（円）

学校管理用

その他経費

（円）

教委管理用

その他経費

（円）

計

大石田北小学校 56 17 2,885 702 2,668,000 343,000 1,288,000 3,157,000

大石田小学校 124 20 4,080 600 3,300,000 453,000 2,169,000 4,373,000

大石田南小学校 59 17 2,203 821 3,358,000 193,000 1,295,000 2,902,000

合計 239 54 9,326,000 989,000 4,752,000 10,432,000 66,637,000 92,136,000

② 統合小学校 183 26 4,000 2,000 13,000,000 627,000 300,000 3,682,000 33,319,000 50,928,000

③ 大石田中学校 139 28 3,938 2,383 12,923,000 403,000 429,000 3,356,000 30,376,000 47,487,000

R4実績 22,249,000 1,392,000 5,181,000 13,788,000 97,013,000 139,623,000

統合後 25,923,000 1,030,000 729,000 7,038,000 63,695,000 98,415,000

差引 3,674,000 -362,000 -4,452,000 -6,750,000 -33,318,000 -41,208,000

経費削減 -41,208,000

電気料金（円） 水道料金（円） 燃料費（円） 学校管理用　経費（円） 指定管理等　経費（円） 計

屋内プール 2,000,000 1,000,000 5,500,000 0 10,000,000 18,500,000

小学校３校＋大中１校

①+③

統合小１校＋大中１校

②+③

25m×4レーン（水面積200㎡）

【プール維持　概算】　※同規模施設　参考値

学校管理運営経費　比較表

施設名称

【備考】

※１　統合後の電気料は、建物規模を考慮し大中ベースを最大値として採用しているが、現在、再生可能エネルギー導入が実現できれば想定電気料金のコスト削減につながる。

※２　統合後の電気料金が高くなっているが、暖房による燃料費はなく、脱炭素化の取組につながる。（屋内プールは含まない。）

※３　一体的な管理が可能となり、人件費、管理業務委託費、通信費などを大幅に圧縮することができる。

※４　同等規模プールから推計しており、指定管理の契約内容、稼働日数、時間等で大きく変動するため、参考値とする。

①

66,637,000

※１

※２

※３

※４



●これまでの経過について
時 期 内 容

令
和
４
年

２月１６日 令和３年度 総合教育会議 令和２年度示した小学校統合のための７つのポイントに沿って年次計画作成
小学校統合アンケート実施 各学校運営委員を対象に統合の時期、場所、小中一貫の形態のアンケート実施

５月１１日 町教育委員会協議会 大石田学園づくり委員会の趣旨説明を行い、教育委員会の方針（素案）確認
第１回大石田学園づくり委員会設立 ３校の円滑な統合を実現し、大中との連携を図る組織

６月１５日 町区長会役員会 「教育委員会の方針（素案）」提示
７月１１日 第２回大石田学園づくり委員会 教育委員会の方針（素案）、統合場所等の熟議
２０日 町教育委員会協議会 第２回委員会での熟議を反映し、教育委員会の方針（案）決定

７～８月中 教職員アンケートの実施 町内教職員に対しアンケートを実施、・計画（素案）反映
８月 ３日 令和４年度 第１回 総合教育会議 「教育委員会の方針（案）」を町の方針（案）を決定
８月１９日 町議会議員説明 教育委員会の方針（案）、計画、統合場所、規模イメージ説明
９月２７日 新庄市立萩野学園 視察 経営方針、校舎内部、施設設備等 視察
１１月１５日 町教育委員会協議会 基本構想・基本計画（素案）確認
１１月２４日 第３回大石田学園づくり委員会 素案熟議のうえで基本構想・基本計画（案）反映
１２月 ２日
～２８日

パブリックコメント実施（12/2～12/28） 基本構想・基本計画（案）に対するパブリックコメント実施（質問・意見なし）

令
和
５
年

１月１１日 町教育委員会 基本構想・基本計画策定
令和４年度 第２回 総合教育会議 町の方針として基本構想・基本計画決定

２月１５日 第４回大石田学園づくり委員会 各専門部会、進捗状況等報告
３月１３日 町議会議員説明 進捗状況報告
３月１５日 区長会議 進捗状況報告
５月 8日 第５回大石田学園づくり委員会 委員変更等に伴う統合事業の全体説明

5月 中旬 建設予定地測量業務委託 建設予定地の測量業務実施
６月 ７日 町議会議員説明 進捗状況説明
６月 ７日 小学生ワークショップ サンサンスタディ「特別授業」実施（町内小学２・５年生対象）
6月15日 中山町立中山中学校 視察 校舎内部、施設設備等の視察
６月２７日
～２９日

小学校統合整備事業住民説明会 小学校統合整備に係る説明会実施（計64名）

7月18日 東根市立大森小学校 視察 校舎内部、施設設備等の視察
7月25日 東根市立神町小学校・村山市立楯岡小学校 視察 校舎内部、施設設備等の視察
８月 １日 第６回大石田学園づくり委員会 ワークショップ、住民説明会を受けての内容熟議
8月 上旬 建設予定地地質調査業務委託 建設予定地地質調査業務実施（地盤等安全な土地である旨確認）
8月25日 町内小中養護教諭会議 校舎内における保健室の在り方や必要設備等の洗い出し
9月19日 学校・町立図書館ネットワーク事業会議 校舎内における図書室の在り方や必要設備等の洗い出し
9月29日 就学児童保護者説明（令和６年度入学） 町の教育方針と小学校統合整備事業の説明実施
10月5日 障害者福祉施設（きらり） 視察 施設内部、設備等の視察・注意点など確認
11月21日 第７回大石田学園づくり委員会 基本設計（最終案）に対して熟議
11月27日 町議会議員説明 議員変更に伴う小学校統合整備事業の説明

※随時 各専門部会・各事業者打ち合わせ等実施



●小学校統合を円滑に推進するために・・・

●総合的な学習版（R５年度）

★サンサンスタディ

３年生・・・大石田かるたを用いて町内巡り

４年生・・・ギフチョウの観察

５年生・・・キャリア教育（地域おこし協力隊）

６年生・・・自然薯栽培体験活動

●普通教科版（R５年度）

１年生：国語 ２年生：国語 ３年生：外国語活動

４年生：算数 ５年生：算数 ６年生：国語・外国語

★３校合同学習

５年生・・・宿泊体験学習（R５年度～）

６年生・・・修学旅行（R６年度～）



●小学校統合までのスケジュール
部門 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

①教育環境関係
●校舎・施設の検討
●基本設計の発注

●校舎・施設の検討
●基本設計完了
●実施設計
●備品等の状況確認

●実施設計完了
●工事発注の準備
●事業計画の策定

●事業計画の提出
●補助金申請
●工事発注
●備品購入の準備

●備品購入発注
●工事完成・引き渡し
●引っ越し準備

●屋外施設完成

②教育活動関係
●教育方針原案の検討
●教育目標原案の検討

●教育方針原案作成
●教育目標原案作成
●スクールバスの検討
●３校合同学習の実施

●教育方針の検討
●教育目標の検討
●小中一貫教育の検討
●保小中連携
●各小経営方針等調整

●学校教育目標の検討

●教育方針の策定
●教育課程の策定
●学校教育目標の策定
●通学班等の調整
●スクールバスの調整
●合同学習

③地域連携関係

●学校支援本部事業確認
●学校運営協議会の組織
と事業の確認

●住民説明会の準備
●住民説明会の実施

●寄付受付準備
●寄付受付開始
●各関係組織調整
●保護者説明会の実施

●統合小学校運営協議会
設置

④関係組織関係 ●各小の連携開始
●各小文化財等の保管
場所検討

●廃校利用計画の準備
●各小一部文書保存

●廃校利用計画の調整
●関係各組織との調整
●学童保育運営調整

●関係各組織の移行
●廃校利用の準備
●各小文書保存

⑤開校事業関係
●各PTA組織の活動確認
●集金方法の確認

●新PTA組織の検討
●各PTA組織交流
●集金方法の検討
●統合小名称決定の検討

●新PTA組織規約検討
●開校記念式典準備開始
●閉校式の準備開始
●統合小の名称決定

●開校式記念式典検討
●閉校式の準備

●開校記念式典の準備
●閉校式の実施
●PTA組織立ち上げ

●開校式の実施

⑥その他

●大石田学園づくり委員
会設置
●各専門部会の立ち上げ
●基本計画の策定

●廃校利用計画の準備 ●廃校利用計画の調整
●総合教育会議
●廃校利用計画の策定

一部変更する場合があります。


